（各課様式１）

予算要求資料
令和２年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費　　　
	事業名　現代陶芸美術館展示費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　現代陶芸美術館　総務部　管理調整係　電話番号：0572-28-3100（内103）

　　　　　　　　　E-mail：c21802@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　41,575千円（前年度予算額：40,451千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	40,451
	600
	0
	6,923
	0
	0
	2,000
	0
	30,928

	要求額
	41，575
	15,271
	0
	7,492
	0
	0
	2,117
	0
	16,695

	決定額
	41，575
	15,271
	0
	7,492
	0
	0
	2,117
	0
	16,695


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・岐阜県現代陶芸美術館の収蔵品等を多角的視点から展示

・国内外からの借用作品による多彩なテーマの企画展示
（２）事業内容

　　〇企画展開催事業費
①「ルート・ブリュック　蝶の軌跡　展」 [企画展]

　　　　　令和2年4月25日(土）～7月5日(日）：63日間
②「神業ニッポン　明治のやきもの　幻の横浜焼・東京焼展」[企画展] 

令和2年7月18日(土）～9月6日(日）：44日間
③「丸沼芸術の森コレクション展」(仮称) [企画展]

令和2年9月17日(木)～11月15日(日)：56日間
　　〇常設展開催事業費
①「コレクション展１」（仮称）[常設展]
　・コレクション・ハイライト、北欧の陶芸、国際陶磁器フェスティバル美濃関連作品
令和2年5月19日(火）～7月5日(日）
　　　②「コレクション展２」（仮称）[常設展]
・コレクション・ハイライト、美濃の陶芸等
令和2年12月22日(火)～令和3年5月10日(日)

〇準備調査費

　　　令和3年度以降の企画展の準備、調査
（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	491
	職員旅費、講師等費用弁償

	消耗品費
	1,543
	展示用消耗品費、配布用図録費

	役務費
	971
	通信運搬費

	委託料
	12,770
	展示等業務務委託料

	負担金
	25,800
	巡回展負担金

	合計
	41,575
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
【企画展】
当館の基本方針に沿った分野の展覧会ほか、陶芸の隣接分野の作品や絵画、現代アート等を紹介する。また海外との交流による企画展も開催する。これらにより新たな来館者を獲得するとともに、県民の陶芸等芸術文化に関する知識・教養の向上及び県陶磁器産業の発展に寄与する。
　（１）ルート・ブリュック　蝶の軌跡展
西洋の陶磁器の分野で、フィンランドを代表する作家であるルート・ブリュックの陶磁器作品のみならず、テキスタイルや版画等を含めた作品による回顧展を開催する。近年北欧の工芸は注目や人気を集めているため、陶磁器ファン以外の集客を期待している。
　（２）神業ニッポン　明治のやきもの　幻の横浜焼・東京焼展

産業陶磁器の分野で、明治時代華やかな装飾や複雑な彫刻で精緻を極め、海外に大量に輸出された横浜焼・東京焼を紹介する。かつて世界を魅了し、かつ近年注目を浴びる明治時代の工芸の超絶した技術を、東京オリンピック・パラリンピックの開催時期に合わせて紹介することで、多くの集客が見込める。
　（３）丸沼芸術の森コレクション展（仮称）
丸沼芸術の森コレクションから、当館ゆかりの作家を含めた国内陶芸、丸沼芸術の森ゆかりの著名作家による現代アート、アンドリュー・ワイエスを中心とした絵画等、幅広い逸品を展示する。特にワイエスコレクションは世界的にも貴重なものとして知られており、多くの来館が見込まれる。また、国際陶磁器フェスティバル美濃の開催中にあたり、従来美術館に訪れない層の来館も期待できる。
【常設展】
当館のコレクションに基づいて、幾つかの観点から展覧会を計画している。第1期は、コレクション・ハイライトとして当館コレクションの逸品、企画展に関連して北欧の陶芸作品、国際陶磁器フェスティバル美濃のプレ企画として過去の入賞作品を展示する。第２期は、コレクション・ハイライトとして当館コレクションの珠玉や美濃陶芸の作品を中心とした作品を展示する。特にコレクション・ハイライトには一室を配し、当館の魅力的な収蔵作品のうちでも珠玉のものを紹介するもので、これによりぶらりと立ち寄った方が、いつでも当館の逸品を鑑賞できることになる。
以上のように、企画展と常設展の双方で、多角的で魅力的な展示事業を展開する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	入場者数
	（H  ）
	30,113
（H28）
	33,645
（H29）
	69,852
（H30）
	45,908
（R2）
	73％



※達成率はH29年度を基準としている。H30年度は人気の高い北欧関連や超絶技巧的な作品を紹介する四つの企画展を開催し、通常の倍以上の入場者数があり参考にならないため。
○指標を設定することができない場合の理由
	



（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

【企画展】
①「華めく洋食器　大倉陶園100年の歴史と文化展」

令和元年8月10日～11月4日

②「小村雪岱スタイル　江戸の粋から東京モダンへ展」

令和元年12月21日～令和2年2月16日

③「記憶と空間の造形　イタリア現代陶芸の巨匠　ニーノ・カルーソ展」

令和2年2月27日～4月12日

【常設展（所蔵品に基づく展覧会）】
1 「明治150年記念 近代の美濃陶芸2」

平成31年3月 9日～令和元年7月21日

2 「受贈記念　加藤孝造作品展示」

平成31年3月 9日～令和元年7月21日

③「受贈記念　熊倉順吉」

平成31年4月13日～令和元年7月21日

④「改元記念事業　やきもののひかり」

令和元年8月10日～11月4日

⑤「コレクション・ハイライト」
令和元年8月10日～11月4日
　　⑥「改元記念事業　題名のない展覧会」
　　　　令和元年12月21日～令和2年5月10日

⑦「コレクション・ハイライト」
令和元年12月21日～令和2年5月10日
　　⑧「新収蔵作品展」
令和元年12月21日～令和2年5月10日


（前年度の成果）
	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　【企画展】
①洋食器を文化的観点から展覧することで、従来の洋食器ファン層以外の来場がみられた。また展覧会や講演会等を通じて県民や地元陶磁器産業界に新たな知見を広めることができた。
②再評価の機運高まる日本画家で、装幀、挿絵等多くのジャンルで活躍した小村雪岱の作品を中心に、江戸以降の浮世絵や工芸、現代作家の工芸を紹介し、従来の陶芸ファンのみならず、その他の多ジャンルの美術ファンを引き付けることが期待できる。
③国際陶磁器展美濃において5回にわたって審査員を歴任して来岐するなど、美濃にもゆかりある作家の作品を紹介することで、イタリア陶芸への理解を深めることできる。また土岐市がファエンツァと姉妹都市提携を結んでいることから、地元からの関心も高く、来館につながることが期待できる。
　【常設展】
①明治から現代にいたる美濃陶芸史をわかりやすく展示したことで、来館者から好評を得ることができた。また地域の施設から作品を借用するなど、地域連携を深めることができた。
②郷土の重要な作家（人間国宝）本人から寄贈された作品を展示し、好評を得ることができた。
③著名な現代陶芸家であり、また指導者として地域に貢献した作家を取り上げ、受贈記念として展示した。関連催事の対談から、この作家が地元の陶芸界に与えた影響をうかがい知ることができた。
④「ひかり」をテーマに、やきものを鑑賞することの愉しみや新しい視点での鑑賞のあり方を提示。当館収蔵作品の魅力を発信することができる。

　　⑤,⑥収蔵作品のうちでも珠玉のものを紹介することで、ぶらりと立ち寄った方でも、いつでも当館の逸品を鑑賞することが可能である。
　⑦教育普及的なテーマで展覧会を構成することにより、子どもから大人にいたるまで、作品の見方や鑑賞の喜びを伝えることができる。
　⑧新たに収蔵することになった作品を展示することで、当館の新しい魅力を発信することができる。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

○

	近現代の国内外の優れた陶芸文化を紹介する展示事業は、子どもや若い世代の感性を育てる教育的事業であるとともに、美術ファンを含む県民のニーズに対応する文化事業として重要である。また、陶芸という地元産業と連動し、その活性化に資する点で必要性が高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	平成14年の開館以来、多様な展示活動に努めることによって、世界の優れた陶芸を身近に鑑賞できる施設として認知されてきた。また、地域に根差した展示活動についても評価されている。令和元年度は、陶芸専門館として産業陶器や海外の現代陶芸の展覧会と、陶芸の枠を越えた展示などから、県民の多様な好みに対応することができた。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

○

	所蔵品を生かすと同時に、魅力発信事業を企画展と連動させるなどして、展覧会の多角的な展開を図った。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
企画展が開催されない時期は入場者数が極端に少なくなった。今後は、開催時期を含めた適切な展示計画を練るとともに、対策としての広報戦略と魅力的な関連催事の展開が必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

当館は、国内外の様々な優れた陶芸作品が見られると同時に、地域に密着した骨太な展示がみたい、という県民のニーズに答えようと努力してきた。その上で、近年は陶芸を隣接ジャンルや他ジャンルと関連付け、陶芸の領域を越える広い視野から展示活動を行ってほしい、といった声にも応えている。

今後も当館の展示活動の基本方針に基づきつつも、より斬新な視点で県民の要望に応えるべく、創意工夫を行っていく。

作家や作品、所蔵家に対する情報を常に集める努力をしながら、展示と収集に向けて積極的に取り組む。
また開館20周年に向けて、施設・設備の更新に怠りなく努め、展示・保存環境の向上を目指していく。
さらに地域や国内、海外の陶芸館との連携強化を進めていくことも重要である。


（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
	組み合わせ予定のイベント又は事業名及び所管課
	

	組み合わせて実施する理由や期待する効果　など
	


